
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の総まとめと、新年に向けた準備を行う 12月に！ 
校長 田 中 孝 二 

１ 冬期間の玄関の「すのこ」から見た、生徒のマナーとモラルの向上 
 10年前にも本校で勤務していた職員からの話を、先日の職員会議で共有しました。 

 右の写真では見づらいですが、生徒の登下校の後の「すのこ」は、とても 

きれいです。ところが、10年前の状況は、冬の時期になると、 

・「すのこ」の上で雪のついた靴を脱ぎ履きする生徒がおり、ベチャベチャ 

・後から来た生徒は「２つの選択」を迫られる 

① 靴下が濡れるのを承知で、マナーを守り、ベチャベチャの「すのこ」 

に足を乗せ、「すのこ」に水滴が落ちないように脱ぎ履きをする 

② 靴下が濡れるのが嫌なので、「すのこ」が更にベチャベチャになるのを 

承知で「すのこ」の上で脱ぎ履きをする 

マナー、モラルを意識し、ルールを守るということは、本当に難しいことです。「気持ちのよ

い生活を送る方法」について、今後も、全ての大人と子どもたちが一緒になって考えていける環

境や機会を作っていきたいと思います。 
 
２ 「チャンスを生かす人」「運をつかむ人」を大人からの声かけで育成する 

目標達成に向け、「チャンスを生かす人」「運をつかむ人」など、成功する人の特徴について、

近年、脳科学や心理学の面から様々な研究が進んでいるそうです。それらの研究内容（下記の１

～５の見出し）を、我々がよく知っている発明王エジソンの名言を借りて、説明していきます。 

（今年度の重点「考え、思いやり、やり抜く生徒」にも通じます。） 
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R7重点：考え、思いやり、やり抜く生徒 
 

長橋中ＨＰ 

２ 試行回数を増やす 
 次の言葉も、超プラス思考。「失敗は成
功のもと」と考え、試行（ためしに、やっ
てみること）を繰り返すことが大切。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は失敗したことがない。 

ただ、「１万通りの、うまく行か

ない方法」を見つけただけだ。 

３ 幸運・チャンスは目の前にある 

 

 

 
  
 試行回数を増やすことと重なる言葉で
す。「諦めず、続ける人」に幸運が訪れる
のです。 

私たちの最大の弱点は諦（あきら）
めることにある。 
成功するのに最も確実な方法は、

「もう一回だけ試してみること」だ。 
 

１ 常にプラス思考で、前向きに挑戦する 
 一番大切なプラス思考。この気持ちのあ
り方が、全ての行動につながっていきま
す。 
 
 

 

 

成功できる人っていうのは、
「思い通りに行かないことが起
きるのは当たり前」という前提
を持って挑戦している。 

４ 自分や相手をほめ、大切にする 

     
 

 
この言葉も、プラス思考。 
失敗した時に、自分や相手を責（せ）め

るのではなく、「成功へのステップ」だと
ほめてあげましょう。 

それは失敗じゃなくて、「その方法
ではうまくいかないことがわかった」
のだから「成功」なんだよ。 

５ 努力が大切、でもアイディアも大切 
 エジソンの最も有名な言葉の１つです                               よく語っていた 
が、「無駄な努力ではなく、良いアイディ                              そうです。 
アに基づく、根拠のある努力をせよ」と、                   
 
 

天才とは、１％のひらめ

きと９９％の努力である。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〜1２月行事予定〜 

１日 月 三者面談④ 

２日 火 三者面談⑤ 

３日 水 三者面談⑥ 

４日 木  

５日 金 会議日、放課後学習会（英語）① 

６日 土  

７日 日  

８日 月 会議日 

９日 火  

１０日 水  

１１日 木 会議日、放課後学習会（英語）② 

１２日 金  

１３日 土  

１４日 日  

１５日 月  

１６日 火 放課後学習会（英語）③ 

１７日 水  

１８日 木 1・2年参観日・保護者会 

１９日 金 一斉実行委員会 

２０日 土 読書感想文コンクール表彰式 

２１日 日  

２２日 月 会議日 

２３日 火 大掃除 

２４日 水 終業式 

２５日 木 冬季学習会① 

２６日 金 冬季学習会② 

２７日 土  

２８日 日  

２９日 月 閉庁日 

３０日 火 閉庁日 

３１日 水 閉庁日 

 

平川萩寿恒氏を外部講師としてお招きし、２年生を

対象に箏の授業を行いました。生徒たちは日本の伝統

楽器に直接触れ、箏ならではの柔らかな音色や演奏方

法を体験しました。授業を通して、和楽器の魅力や文化

の奥深さを感じる貴重な時間となりました。今後も、こ

うした本物に触れる機会を大切にし、伝統文化への理

解を深めていきたいと思います。 

 

本校 3 年生の池田悠晟さんが応募した作品が、見事

「札幌国税局長賞」に選ばれました。池田さんは税金の

使われ方について調べ、「税金は未来への投資である」

という視点でまとめた内容が高く評価されました。 

11 月 14 日に開催された表彰式では、緊張しながら

も堂々と多くの来賓の前で作文を発表しました。  

11 月 8 日に開催された「小樽音読カップ」に、本校

から 2年生の平田俐虎さんと 3 年生の山田莉亜那さん

が出場しました。二人は練習の成果を存分に発揮し、

堂々とした音読を披露しました。その結果、平田さんが

見事に奨励賞を受賞しました。 

音読は語彙力や読解力を高め、すべての教科の学習

に役立つ大切な取り組みです。これからも本や文章に

親しむ習慣を身につけていきましょう。 

  

  


